
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

普通科職業コースが予定していた「さめ保育 
 
 
 
 
 
 
Café８５４のスローガンは

「お客様にとって居心地のよ
い Café を目指して」です。
そのために、「笑顔で挨拶」
「自分から進んで動く」「仕
事に誇りと責任をもつ」を意
識して取り組んでいます。 
今年度は月 1回の一般開放の「Café８５４」に

加え、校内の生徒や職員を対象としたカフェもオ
ープンし、接客力を高めています。接客の回数や
アドバイスをもらう機会が増え、やりがいをもっ
て奮闘しています。 
これまでのパンにアレンジを加えた八高支なら

ではの新作を現在考え中。よいアイディアがあり
ましたら教えていただけると嬉しいです。(増尾) 

 
 
 
 

 
 

 

 

  

普通科１学年は、２週間
連続で作業を中心とした
校内実習を実施しました。
後半は疲れた様子が見ら
れましたが、将来働くこと
を意識し、クラスの友達や
先輩と協力しながらやり
切りました。 
今回の経験を自分の自

信として、これからの学習
や産業現場等における実
習に生かし、進路実現に向
けて頑張ってほしいと思
います。（山内） 
 
 

 
普通科２学年では５月

２２日から順次、産業現
場等における実習に取り
組んできました。学級で
事前学習を重ね、自分の
課題を目標にして臨みま
した。 
それぞれの実習場所で

は、今できる自分の力を
出し切って活動すること
ができました。初めての
仕事、初めての相手との
コミュニケーション、校
内での作業学習より長い
時間の労働等、それぞれ
の生徒が大きな壁を感じながらも全力で取組んで
いました。（外谷） 
 
 
 
 
学校見学会を５日間に

わたって行いました。中学
生１２７名、保護者１７０
名、関係職員７名、計３０
４名が参加しました。 
授業見学では、各作業班

の代表生徒が作業内容や
その特徴を、自信たっぷりに説明してくれました。 
この見学をとおして、中学生の皆さんが、学校

入学後のイメージをもち、意欲的に学習に向かう
ことを期待しています。（三浦と） 

 子どもの頃から文章を書くのが苦手です。 
 学校で「作文」の課題が出されると、脂汗を流し
膨大な時間をかけたのに「○時○分○○に行った。
○○をした。」という淡々とした「報告書」ができ
てしまいます。「感じたことを書くのだ。」と指導さ
れても、当時の私にとっては、「気持ち」は文字に
できないものでした。 
 書くだけではなく、小説は短いものでも最後ま
で読めた試しがありませんし、漢字も英単語のス
ペルも全く覚えられませんでした。今では、私自身
の認知特性が非言語思考優位であることが理解で
きますが、当時は大いに悩んだものです。 
 そんな私が今こうやって、恥ずかしながらなん
とか人前に出せる文書を書くことができるのは、
テクノロジーの進歩、とりわけ日本語ワードプセ
ッサ（ワープロ）の発明に依るところが大きいで
す。ワープロ（今はパソコンですね）は、思考を妨
げる要素が圧倒的に少なく、私は、鉛筆で文字を書
き、辞書で漢字を調べ、消しゴムで書き直していた
頃には、「気持ち」がどこかに消し飛んでしまって
いたことに気づくのです。 
 昨今、生成ＡＩが注目を集めています。 
 医学の進歩が感覚機能障害者の社会参加を力強
く支えたように、ＡＩの進歩は知的障害者のそれ
を劇的に広げる可能性を秘めています。シンギュ
ラリティの到来は彼らの「気持ち」をどのように表
現してくれるのでしょうか。 
 障害の概念は、その社会の制度、経済、価値観に
よって変わります。変化の激しい時代においては、
知能の概念すら変わるのかもしれません。そこに
残る人間の本質とは何か、ということをぼんやり
と考えつつ、来たるべき世界に期待をもって今日
を過ごしたいと思っています。 （外崎教頭） 

     
（教頭 外崎） 
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産業現場等における実習〔５月～６月〕 

 

普通科校内実習 
〔５月２２日～６月２日〕 

きみの「気持ち」を教えてくれないか 

 

Café８５４を～毎月、笑顔で営業します～ 

 

オープンキャンパス（中学生対象） 
〔５月２９日～６月２日〕 


